


























































［ワークショップ提題］ 「 「構造の可能性」 としての数学的真理」 、科学基礎論学会二〇一六年度総会と講演会 （於
	 埼玉
大学） 、ワークショップ 「数学における真理の絶対性と相対性」 、二〇一六年六月一九日［ワークショップ提題］ 「なぜポスト・カント論理哲学を再評価するか」 、科学基礎論学会二〇一六年度研究例会（於
	 東京大学駒場キャンパス） 、ワークショップ 「カントの論理思想の現代性――一九世紀論理哲学再考１――」 、
二〇一六年一一月五日
　
［シンポジウム提題］ 「数学の外と内における時間――ウィトゲンシュタインの 「像」 概念の展開に向けて――」 、シンポジウム「これからのウィトゲンシュタイン――刷新と応用――」 （於
	 慶應大学日吉キャンパス） 、第四シンポジ
































求訳、 『論理哲学入門』 （ちくま学芸文庫） 、
二〇一六年一一月［書評］ 牧野英二編著 『東アジアのカント哲学――日韓中台における影響作用史――』







































［学会発表］ 「アイスキュロス 『ペルサイ』 九三―一〇一











［論文］ 「デカルトの循環 （八） 」 、首都大学東京人文・社会系編 『人文学報』 第五一三―八号 （本号） 、二〇一七年三月
